
 

 

 

 

 

 

 

 

「補聴援助システム」とは？ 

補聴援助システムとは、聴覚障害児･者の聞こえの向上ま

たは代替するシステムを指しています。補聴援助システム

は、１：話し手の数・聞き手の数や、場面設定という分類

と、２：音響情報の伝達・代替方法による分類の２通りの

分類ができます。このように、用途や場面に応じて、いろ

いろな補聴援助システムが考えられています。 

 

  

 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

■学校や大学などの教育機関では、教員の声をよりきれ

いに聞くためのシステムが求められるでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■この中でも特に用いられる頻度が高いのは、ループシ

ステムと、ＦＭ補聴システムです。 

「補聴援助システム」の効果とは？ 

「補聴援助システム」は、以下の２つの目的で使用され

ます。 

●周囲の雑音をできるだけ排除して、聞きたい声をより

きれいに聞こえるようにする（ＳＮ比の向上）。 

●部屋の壁などに反射した音によって、音が曇ったりし 

ないよう、できるだけクリアな音で聞こえるようにする

（残響時間の短縮）。 

 ここでは、こうした補助援助システムのうち、特に学

校現場で用いられることの多いFM補聴システムについ

てより詳しく解説します。 

注）ＳＮ比とは、雑音と音声との比であり、この値が大きい

ことは、より周囲の雑音より音声が強いことを示しています 

「FM補聴システム」とは？ 

「ＦＭシステム」は、ＦＭマイクとＦＭ受信機のセッ

トの２つで「システム」となっています。これはちょう

どラジオ局とラジオ受信機の関係に似ています。 

 話し手（教室では教員のことが多い）がＦＭマイク（Ｆ

Ｍ電波の発信元＝ラジオ局）を持ち、声を電波に乗せて

流します。これを、聴覚障害学生が装着している小型の

ＦＭ受信機（ＦＭラジオ）で受け、鮮明な声を聞こえる

ようにするものです。 

 
 

 

 

 

 

 

 

「FM補聴システム」の種類 

話し手が装着するＦＭマイクには、ブームマイク型、

タイピン型、卓上型の３種類があります。 

 

補聴援助システム 

１人の話し手→１人の聞き手（親子の会話や授業） 

１人の話し手→多数の聞き手（ろう学校など）   

多数の話し手→１人の聞き手（家族での会話） 

多数の話し手→多数の聞き手（会議場面など）   

音を出す電化製品→聞き手（テレビの音を聞く） 

電話（テレ・コミュニケ－ション）    

感覚代行機器（振動式時計など） 

①磁気誘導システム（ル－プシステム） 

②ＦＭ補聴システム      

③赤外線補聴システム     

④Bluetooth（ブルートゥース）      

⑤有線（外部延長マイク利用など） 

⑥拡声装置（音場増幅式補聴システム） 

⑦感覚代行機器   

表１ 補聴援助システム＝使用場面による分類 

表２ 補聴援助システム＝伝達・代替方法による分類

ブームマイクの装着法 ピンマイクの装着法 

20



 

発行 日本聴覚障害学生高等教育支援ネットワーク(PEPNet-Japan)   hｔtp://www.pepnet-j.org 

〒305-8520 茨城県つくば市天久保 4-3-15  筑波技術大学 障害者高等教育研究支援センター   

 担当：白澤麻弓  E-mail  pepj-info@pepnet-j.org 
PEPNet-Japan は筑波技術大学「聴覚障害学生支援・大学間コラボレーションスキーム構築事業」の活動の一部です。 

本シートは、PEPNet-Northeast（アメリカ北東地区高等教育支援ネットワーク）の作成による TipSheet を参考に、PEPNet-Japan が独自に 

作成したものです。本シートの内容の無断複写・転載を禁じます。 

補聴器ユーザーが使用するＦＭ受信機には、補聴器の

下に接合するものと、首にネクタイのようにかける物の

２種類があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外部入力端子がない補聴器で使用する場合は、補聴器

のスイッチをT かMT（T コイル）にあわせて使用する

とよいでしょう。 

「FM補聴システム」の使い方 

まずは発信側のＦＭマイクを使用できる状態にします。

特にマイクの位置に気を配ってください。口元からの距

離が遠い場所に付けたり、マイクの向きが口元とはよそ

の方向に向いていると、声を集音できず効果があがりま

せん。Ｙシャツの場合は、上から第１ボタンと第２ボタ

ンの中間ぐらいが理想的な装着位置です。 

 次に受信機＝補聴器側の設定が必要です。受信機や補

聴器の設定はそれぞれの器種によって異なります。補聴

器ユーザーの方に操作はお任せください。 

 使用開始前に、学生にマイクを通して話しかけ、電波

がちゃんと送られていることを毎回確認してください。

ＦＭマイクの電池が切れていることも意外と多いのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「FM補聴システム」の使用上の配慮事項 

１）FMシステムは魔法ではありません 

ＦＭシステムの使用により、確かに音は届くようにはな

りますが、そのことと会話内容がわかることとは別次元

です。聴覚障害学生の多くは、「音が歪んで聞こえる」と 

いう特徴がある感音難聴を有しています。ＦＭシステム

を用いることで、音は確かに鮮明になりますが、だから

と言って完全に聞こえるようにはなりません。やはり、

一般的な聴覚障害学生に対する話し方の配慮は怠らない

でください。 →関連TipSheet11「授業における教育的配慮」

２）周りの声が聞こえにくくなることもあります 

 ＦＭマイクはいわば補聴器のマイクを長く延長したよ

うなものです。ＦＭマイクを装着している人の声は聞こ

えやすくなりますが、装着していない周囲の人、例えば、

授業中の学生からの質問は聞こえにくいままです。ＦＭ

マイクを装着している人が、質問内容を復唱すること（例

えば、「質問内容は・・・・・ということですね。いい質

問ですね。」と言うこと）が大切です。 

その他の補聴援助システム 

 上に挙げたＦＭ補聴システム以外にも様々な補聴援助

システムがあります。例えば、下記のような時に使用で

きるシステムが用意されています。 

●ＣＤやテレビの音を明瞭に聞き取りたい 

●携帯電話で会話をするとき明瞭に聞き取りたい 

 →ＣＤやテレビ、携帯電話と補聴器を、【表２】に示し

た「ループシステム」「FM 補聴システム」などの各補

聴援助システムを使って直接つなぐ方法があります。 

●人工内耳と組み合わせて使いたい 

 →補聴援助システムは人工内耳の方にも使用できます。 

●テレビを字幕付きで見たい 

 →地デジ対応テレビでは字幕機能が内蔵されています。 

●普通の目覚まし時計だと、朝起きることができない 

 →ベルの代わりに振動する目覚まし時計があります。 

●呼ばれても気づかず応(こた)えられない 

  →離れた場所から振動で呼び出せる装置があります。 

 

補聴器を使用していても、音の聞こえは学生によって

異なります。どんな補聴援助システムが使いやすいのか、

必ず学生とよく相談して、一番よいシステムを選ぶとよ

いでしょう。 
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２種のＦＭ受信

 

タイループ型

FM受信機 

★FM補聴システムに関してのお問合せは 

「日本教育オーディオロジー研究会」へ 

FAX：０８９－９４６－５２１１ 

http://www.jeaa.info/index.html 


